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あとがき

　この度は、本報告書を最後ま
でお読みいただきありがとうご
ざいます。
　新潟青年会議所では、事業へ
のご意見やご感想をいただくべ
くアンケート回収を行なってお
ります。お手数ではございます
が今後のより良い事業活動の為
にもご協力の程宜しく御願い致
します。

国際経済委員会からのメッセージ
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　刻々と変化してゆく世界経済事情。それは、日本国内においても例外では

ありません。

　人口減少による内需の減少、経済のグローバル化により安価な海外製品や

農作物の流入、日本のＴＰＰ参加に向けた交渉といったさまざまな問題を抱

えております。しかし、マイナスな部分を見つめるだけでは企業は生き残る

ことはできません。

　過去・現在・未来の世界経済の、どの流れの中にあっても『市場があり、

顧客がいる。そこには技術・魅力もった商品やサービスがあり、競争の中で

切磋琢磨している』この構図は刻々と変化してゆく世界経済においても不変

であると思っています。そして、経済変化の流れを情報としていち早く捉え

ることができれば、多様なビジネスチャンスに繋がっていくのではないでし

ょうか。

　当委員会では、新潟の産業が自由貿易によりさらなる発展を遂げる可能性

について調査・研究を行う一環として、さまざま方からお話しを伺いました。

　どの企業の方も製品開発に至る経緯、品質・構想に対する強いこだわりが

それぞれにありましたが、一貫してグローバル市場の競争の中で、生き残っ

ていくには国内市場での事業基盤をしっかりと形成させた後、経営資源であ

る“商品・構想”を国際市場に発信していました。そこに対してお客様から

賛同を得て、口コミやＳＮＳなどによりさらなる好循環が生まれていました。

　日本の信頼のおけるモノづく

りや日本人ならではの質の高い

サービスを一貫することで、自

由貿易による産業発達の可能性

に繋がることを感じました。

　本報告書を読まれた方の今後

の事業活動の参考になれば幸い

です。




